





























































































































































年 6 月 8 日消印のもので、ハルレの町に着き、カント協会大会に参加しての論読の感想が記載
されている。



























































































 〔1930年（昭和 5）〕 8月 2日　石川県西田幾多郎記念哲学館所蔵




































































I － 1 ．オイゲン・ヘリゲル（パネル展示）→84ページ
































































































 初出：1939年（昭和14） 8 月『思想』第207号　石川県西田幾多郎記念哲学館所蔵
西田は自身の「行為的直観」の思想との類縁性から、P・W・ブリッジマンの「操作主義」の
考え（概念はそれに対応する一連の操作と同義的である）に共感していた。論文「経験科学」
には冒頭からブリッジマンの名がみえる。ブリッジマンは「操作主義」のアイデアを、アイン
シュタインの特殊相対性理論から得たが、西田はその点にも触れている。
「私は私の立場から経験科学と云ふものを論じて見ようと思ふ。私は経験的科学と云ふのも、
私の所謂行為的直観と考へるのである。・・・ブリッジマンによって、之を論じて見よう。」
「西田幾多郎と東北大学ゆかりの人々」展 89
M．書
M－ 1．北條時敬書「遇故舊之交意気要愈新處隠微之事心迹宜愈顕　待衰朽之人恩禮當愈隆
　為内田慶三君清嘱　廓堂居士書」
 石川県西田幾多郎記念哲学館所蔵
『菜根譚』から、人と接するときの心得を説いた一節である。内田慶三は広島県三島女子師範
学校の校長などを勤めた人物と推定され、北條の教育者らしい面がうかがえる揮毫である。
M－ 2．西田幾多郎書「吾こゝろ深き底あり喜も　憂の波もとゝかしと思ふ　寸心」
 石川県西田幾多郎記念哲学館所蔵
西田幾多郎自作の短歌。この短歌を詠んだ頃、西田は京都帝国大学の教授として有名になっ
ていた。その一方で、家庭では妻が病臥し長男とは死別、娘たちは次々と入退院をするという、
悲哀と苦労を重ねた時期であった。
東北大学史料館研究報告　第15号（2020. 3 ）90
「西田幾多郎と東北大学ゆかりの人々」展 91
東北大学史料館研究報告　第15号（2020. 3 ）92
「西田幾多郎と東北大学ゆかりの人々」展 93
